































学苑 総合教育センター国際学科特集 No.883 32～44（20145）
アクティビティを用いた教職科目の実践研究
 ウォーミングアップ
































































































































































科目 受講者数 実施日時 実施講時
教育原理 38 4月11日 1講時
教職概論 67 4月15日 1講時
教育方法論 31 4月11日 5講時
生徒指導の研究 14 4月13日 2講時
後期
教育方法論 11 10月7日 5講時
教育心理学 23 10月3日 4講時
生徒指導進路指導の研究 22 10月3日 5講時


















































A:「あんぱん ぱくぱく ぱんだの ぱんや
いかに かにが ちょっかい いか いかった
うしろで うろうろ うるさい うし」
B:「かばくんの かった かばん ばかに でかかった
きりんの きりぬき きりがない
のねずみの の あ，みずのなか！（正のねずみ みずのめ）
こぶた ぶったら たんこぶできたぶうぶう!!
めつき のわ あ，めつきの わるい めきつね！（正めつきのわるいめぎつね）」
チームごとに分かれて担当箇所を群読するのが課題であったため，最初から「チーム」で練習に取
り組む姿が見られた。小さい声で，一人で挑戦しようとするメンバーに対して，「一緒にやろう～，
せーの」と声をかける人がでたり，「先生，ヘルプ」と言って，援助を求めたり，「訳わからな～い」
と全員で失敗作を披露して笑い飛ばしたり，グループ活動は次第に活性化していった。正確に読むこ
とに必死になるよりも，失敗して，皆で笑い飛ばすことも楽しいという空気が，場の雰囲気をなごや
かにしていくように感じられた。
・ホットシーティング
学生同士が，「ある役に対して問う」，「役になって答える」という活動である。通常，ウォーミン
グアップで特定のドラマ技法を扱う場合は，後に行う本編のワークとの関連で意図的に取り上げる
のだが，今回はウォーミングアップのなかで，ドラマワーク特有のアクティングアウト（ある役
になったり，その役から離れたりすること）を体験することを目的として取り上げた。題材は昔話の「桃
太郎」。桃太郎，犬，鬼の奥さんが登場する。ホットシートに座った学生は役になりきって，ほか
のメンバーからだされる質問に答えていこうというものである。本来，ホットシーティングでは一
人の人物がホットシートに座り，質問に答えることが多い。しかし，初めての授業で，いきなりホ
ットシートに座ることは心理的負担が大きいと考え，今回は6グループそれぞれから一人ずつ選出
された，もしくは，自ら名乗りでたメンバーが「桃太郎」「犬」「鬼の奥さん」となって答える方法と
した。6人に，同じ質問をするわけだが，それぞれの答えが非常にユニークで，学生たちのコメント
でも，「超超おもしろかった」「ワクワクした」「またやりたい」と大好評だった。以下，発せられ
た問いのいくつかを紹介する。
桃太郎に対して…
・どうして鬼退治に行ったのですか？
・どうして人を家来にしなかったの？
・どの家来が一番お気に入りでしたか？
・宝物は持ち帰ってどうしましたか？
・桃のなかにいたときは，どんなことを考えていたのですか？
犬に対して…
・なぜ，きびだんごで家来になったのですか？
・3匹の動物に家来の上下関係はどうでしたか？
・犬種はなんですか？
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・桃太郎に出会う前までは何をしていたのですか？
・鬼ヶ島から帰ってからの生活を教えてください。
鬼の奥さんに対して…
・なぜ鬼と結婚したのですか？
・正直，桃太郎と鬼とどっちについて行きたいですか？
・鬼さんとの一番の思い出は？
・今は，どんなふうに生活しているのですか？
・桃太郎に言いたいことを教えてください。
・ふりかえり（質疑応答）
ウォーミングアップでさまざまな体験をした学生たちの感想を紹介したい。「入学して最初の授
業でものすごくドキドキしていたのですが，楽しくてあっという間に時間がすぎました。はじめて会
った人と，こんなに早くに仲良くなれたのが不思議なくらいです」（M／T），「高校に入学したときも，
最初クラスになじめずに，学校に行くのがつらかったので，自分が教師になったら，生徒にそんな思
いをさせたくないなあと思っていました。今日やったワークは，すぐにでもできるような簡単なもの
なのに，そのなかで，いっぱいの人と話すことができて，ものすごくうれしかったです。教師になっ
たら絶対にやりたいです」（K／U），「自分は，小学校で放課後のお手伝いをしているのですが，今日
やった どうぶつ はやくちあいうえおをさっそくやってみたいです」（R／T），「ホットシーテ
ィングがおもしろくて，もう，ワクワクしました。椅子に座るだけで，世界が変わるので，ほんとに
マジックみたいでした。椅子に座る前は，ちゃんと答えられるかなと，ドキドキだったのに，皆がい
ろいろ質問してくれるので，なんだか，ワクワクしていっぱいしゃべりました。ものすごく楽しかっ
たです，皆さん，ありがとうございました」（M／Y）。
一人の学生の「今日のような授業は，私は，はじめてでした。今まで授業というのは，先生が教え
る人，私たちは教わる人，だから，先生からいただいたものを，ありがたく受け取るのが正しい授業
の受け方だと思っていました。でも，それは違うのかもしれないって今日，思いました」という発言
が刺激となり，学生たちの感想は「学びとはなにか」に言及するような，より深いものへと発展して
いった。どのような活動も行ったままでは，その経験が次回には生かされにくい。互いに意見を交わ
し，傾聴するという経験こそが，互いを豊かにすることにつながることからも，ふりかえりの重要性
を改めて感じた。
4 実施してわかったこと
学生たちは，初対面同士で行うはじめてのアクティビティのプロセスのなかで，他者とつながるだ
けでなく，新たな何かが生まれることに，気づき感動していたことが，「教育原理」「教職概論」「教
育方法論」「生徒指導の研究」「教育心理学」「生徒指導進路指導の研究」の受講者全員に行った
「ウォーミングアップ」の「ふりかえり」コメントシートや語りから明らかになった（詳細分析は次
稿に譲る）。もちろん，「共創的な学び」といっても具体的になんらかの成果物（プロダクト）を創った
わけではない。自分のなかに既にあった考えや思いをアウトプットしただけではなく，むしろ，他者
とのインターラクションのなかで徐々に形作られていった考えや感覚を言語化すること，もしくは身
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体表現として表すことによって，本人自身に新たな気づきや発見があったということが，学生たちの
省察のポイントとなっていた。
そして，そのような「思いを言葉にし」「つながり」「変わっていく」ことを可能にする大前提が，
今回のウォーミングアップで目指した「居心地の良い場」であったことにも多くの学生が言及して
いる。そこで「居心地の良い場つくり」に注目した学生のコメントをいくつか紹介したい。「…ドキ
ドキして教室に入ったとき，先生がニコニコして，私に，お名前を教えてねって，いろいろ話しかけ
てくださったのが，ものすごくうれしかったです。高校の担任の先生と話しているような気がしてと
ても懐かしい感じがしました。思わず，先生と盛り上がってたら，次に入ってきた人も，皆そんな感
じになって，その続きで友達になれました。うれしかったです，感謝です」（K／T），「…最初から，
先生は，ずっとうれしそうにニコニコしていて，それが私にもうつった感じでした。先生が，私は三
茶に住んでいまーすって言った言葉を皮切りに，メイクリングが急に盛り上がりました。私が 桜
新町と言うと，いろんな人が寮？ じゃあ，愛ちゃん知ってる？ といろいろ聞いてくれたのもう
れしかったです。私，静岡からっていう人がいてびっくりしました。新幹線？ 大変～って言っ
てたら，千葉の端っこから来る子が，私片道三時間って言ったので，びっくりでした。住んでる場所
を聞くっていうのは，普通にやってることだけど，それだけで皆がうちとけたことは，驚きでした。
次のメイクリング，メイクラインは，誕生日，名前アルファベット，背の高さとか…ふりかえり
のとき，皆でいろいろなアイディアを出し合ったこともすごく刺激的でした」（H／N）。
教師が心からワクワクして授業に臨む姿勢が，授業実践において大きい力をもたらすことを，これ
まで「情動の伝播」という言葉で筆者は強調してきたが，初回の実践において，学生たちは，明るく
前向きな教師の姿勢の重要性を察知していた。
ほかにも，グルーピングについて言及するコメントも多かった。「私の学校は，一年間グループが
固定されていて，それが嫌で嫌でたまりませんでした。先生としては，グループ学習を重視し，一年
かけて，何かを達成させたいと思っておられたのでしょうが，それは形だけで，ほんとうに意味があ
りませんでした。そんな風に今日改めて思ったのは，今日のグループづくりを体験したからです。た
またま通学距離で分類しただけのランダムなものでしたが，それだけに，見ず知らずの人と，触れ合
えたのがすごく新鮮でした。先生は，毎回グループづくりはランダムで，最初のウォーミングアッ
プでアクロバティックに変わるとおっしゃいました。楽しみです。いろいろな人の，いろいろな意見
を聞くことで，いろいろな発見があるのだということを，今日改めて気づきました」（M／K），「…は
じめて一緒になった人と，共通点さがしで，盛り上がったのが印象的でした。朝ごはんはパン？
ってKさんが聞いたとき，Sさんが ごめんなさい，私，ごはんですとあやまったのが，ものす
ごくかわいくて，皆で思わず，いやいやいやいや，平気平気，って言うと，Sさんが 紅白歌合戦
見ますか？はーい，イエーッと，皆でハイタッチしました。それからは，共通点が見つかるた
びに，ハイタッチで，ほんとうに楽しかったです。普通の自己紹介ではここまで仲良くなれなかった
と思います。短い時間でしたが，皆で一緒に何かを見つける楽しさを久しぶりに味わいました」（A／S）。
学生たちを観察しているといろいろな個性がみえてくる。その多様なメンバーとの関係をうまく構
築していくことが，アクティビティ運用の大きな狙いである。それぞれのメンバーが個性を打ち出し
つつ，学びの集団を形成する「共創的な学び」の核となるものを，学生たちは初回の実践で気づき始
めていた。
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最後に「ホットシーティング」について言及する。「今まで，カウンセリングの授業で，ロール
プレイをやってきましたが，ホットシーティングは，それとはまた異なって，ものすごく刺激的で
した。自分では思いつかないことを，皆が次々に聞いてくることで，犬になった私の脳にいきなり，
スイッチが入りました。桃太郎についていったのは，きびだんごのためだけじゃないって答えた
あと，本当に自分が 犬になりきっていたことに驚きました」（N／O），「鬼の奥さんが，桃太郎を
訴えてやると言ったとき，私も確かにそうだと思いました。今まで，一度だって，桃太郎について，
なぜ，鬼ヶ島に行ったの？ 一体鬼が何をしたの？ と考えたことはなかっただけに，鬼の奥さんの
訴えは切実に響きました。私は国語教師を目指していますが，主人公の気持ちを考えてみようという
のではなく，主人公になりきって深く思い感じることは，全く違うことなのかもしれないと思うよう
になりました。これから，ホットシーティングに何度も挑戦してもらいますと，先生がおっしゃっ
たので，とても楽しみです。今，いじめの問題とか，不登校とか，いろいろ学校で起こる問題を，頭
のなかだけで，いろいろ考えてきましたが，ぜひ，ホットシーティングを使って，皆で一緒に考え
たいです」（F／M），「私は，皆が質問するたびに，もっともっと聞きたい気持ちが強くなっていきま
した。質問が想定外の刺激的なものだと，答えも深いものになっていくことに驚きました。今日，は
じめて，ホットシーティングをやりましたが，私は自分が教師になったら，必ず，これをいろいろ
な場面で使いたいと思います。今日は，クラスの皆で一緒に 桃太郎の世界を創っていった気がし
て，とても充実した気持ちです」（H／S）。
ホットシーティングを体験していない人からみると，「普通の」話し合い，例えば「いじめ」事
例のとき，「どうしてKは，YがSを殴ったり蹴ったりするのを止めようとしなかったのでしょう？」
「あそこで，Kはどうするのがよかったのでしょう？」といった問いをもとにした話し合いと，同じ
ようなものであると考える人がいるかもしれない。しかし，それは学生たちが指摘するように，大い
に違うものなのである。自分が問いを発するときに，答えてくれる相手が目の前に座っている状況が
持つ力は強い。目の前に答えてくれる相手がいるからこそ質問を出しやすくなるし，他の人の質問に
触発されて自分も質問を出すこともできるからだ。ウォーミングアップにおいて，ホットシーテ
ィングを体験したことで，学生たちは学びが能動的で探究的なものであることを感じ始めていった。
自身で問いを見つけ，その問いの解決において，チームで挑戦することが，いかに豊かな学びにつな
がるか，そのプロセスをさらに探究していきたいと考え始めてくれたという意味において，初回のウ
ォーミングアップは成果をあげたと考えている。
5 今後の課題
学生たちが「学びを学ぶ」ために，教えるのではなく体験させ，体験による気づきを皆で共有しつ
つ，問題解決を志向する「共創的学びの実践」を目指し，筆者は1年間の授業を展開してきた。授業
のベースにおいたのは，他者とのかかわりのなかで，自らが意味を構築し表現することが学びであり，
具体的には，学生が思いを声に出す勇気，動き出せる身体を育むことであった。今回の研究対象とな
った，第1回講義「ウォーミングアップ」を皮切りに，全ての講義においてアクティビティを運用
し，授業を展開していった。詳細なアクティビティやメインワークに関する分析検証については，次
回の論稿に譲り，ここでは第1回講義に続く，教育原理の概略を紹介する。
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第 1回講義（4月11日）:ウォーミングアップ「メイクリング」「共通点さがし」
「どうぶつ はやくちあいうえお」「ホットシーティング」
第 2回講義（4月18日）:ウォーミングアップ「2つのホントと1つのウソ」
メインワーク「思い込みについての教育的探究」
第 3回講義（4月25日）:ウォーミングアップ「あっちこっち」
メインワーク「教師像のメタファーワーク」「よい授業って？」
第 4回講義（5月9日）:ウォーミングアップ「ポーズおくり」
メインワーク「忘れられないこと」（フリーズフレーム）
第 5回講義（5月16日）:ウォーミングアップ「ほめちぎり」
メインワーク「『からすたろう』から考える教師像」（ホットシーティング）
第 6回講義（5月23日）:ウォーミングアップ「ブラインドワーク」
メインワーク「ネガポ（ネガティブ／ポジティブ）ターン 見方が変われば学校は変わる」
第 7回講義（5月30日）:ウォーミングアップ「こんなパーティーどうかな？」
メインワーク「常識を打ち破れ～世界最高の旅～」（CM制作）
第 8回講義（6月6日）:ウォーミングアップ「私は木です」
メインワーク「世界の高校生に伝える日本」（プレゼンテーション）
第 9回講義（6月13日）:ウォーミングアップ「グループお絵かき」
メインワーク「偏見を打ち破れ」（解決志向アプローチ）
第10回講義（6月20日）:ウォーミングアップ「彫刻リレー」
メインワーク「見つめつながり響きあう」（以心伝心ゲーム）
第11回講義（6月27日）:ウォーミングアップ「白紙の見立て」
メインワーク『風切る翼』（フリーズフレーム）
第12回講義（7月4日）:ウォーミングアップ「スプーンとフォーク」
メインワーク「いじめ伝言板」（ホットシーティング）
第13回講義（7月11日）:ウォーミングアップ「ガッチャン」
メインワーク『歯形』（ホットシーティング）（ドラマワーク）
第14回講義（7月18日）:ウォーミングアップ「じゃんけん列車」
メインワーク「マララスピーチから考える」（ドラマワーク）
第15回講義（7月25日）:ウォーミングアップ「インスタント物語」
メインワーク「あったらいいなこんな学校」（プレゼンテーション）
最後に「共創的学びの実践」の今後の課題として，学生たちの「声が生まれやすい」空間つくりの
ためのかかわり方，仕掛け等の工夫について考えていきたい。
「声が生まれる」ということは，学生同士のコミュニケーションが活性化すること，つまり教師が
学生たちの対話を促進することができ，そこに学生同士のインターラクションが生まれるということ
である。この課題を達成するために重要なのが今回のワークでも注目した「居心地の良い場つくり」
であった。しかし，「居心地の良い場」は，情熱や志だけで生まれるものではなく，そこには，やは
り「方法」が必要となる。その方法を我々は得てして自身の「経験」や「勘」「度胸」などで創造し
がちであるが，それらに対して省察を行い，改めて「場つくり」に対する探究が必要となろう。
一人ひとりの学生の固有性に注目し，この場で起こっていることのプロセスに敏感なまなざしを向
け，それを洞察し，それに対していかにかかわっていくかを瞬時に判断し動く即興力を身につけ，有
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効なアクティビティのさらなる開発探究にこれからも尽力していきたい。学生たちを「共創的学び」
に誘おうとする筆者自らが，自身の日々の実践に対し，深い省察力を育み，検証を続け，さらなる授
業改革に挑戦することを，これからの課題としたい。
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